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日本農業市場学会 Newsletter No.79（2020 年 7 月 11 日） 

Newsletter 
●発行：日本農業市場学会事務局 

〒036-8561 弘前市文京町 3 

弘前大学農学生命科学部 

国際食品マーケティング学分野 気付 

TEL/FAX：0172-39-3622（研究室直通） 

E−mail：tnarita@hirosaki-u.ac.jp 

 

2020 年度大会シンポジウムの開催について、ご連絡いたします。すでに個別報告会は 7 月 3～5

日を会期にメールにより実施いたしました。シンポジウムについては、新型コロナウィルス感染症

の推移を踏まえつつ、学会活動を継続すべく、慎重に検討をすすめてまいりました。今回は、当学

会にとって初めての試みとして、リアルの参加者を最小限にとどめ、オンライン会議システムを活

用して開催いたします。参加申し込み方法の詳細は追ってご案内します。奮ってご参加ください。 

 

１．大会シンポジウム日程：2020 年 8 月 22 日（土）12：30～17：45 

 

２．会場：北海道大学農学部＋オンライン（Zoom） 

 

３．参加費用：無料 

 

４．参加申し込みについて 

 会員に限定して参加いただけます。参加希望者には、事前登録をお願いします。登録方法につい

ては、後日 E メール、ホームページ等でお知らせします。 

 

５．大会実行委員会 

 実行委員長：坂爪浩史（北海道大学大学院農学研究院） 

 事務局：清水池義治（北海道大学大学院農学研究院）TEL：011-706-2463 

Mail：smzike@agecon.agr.hokudai.ac.jp  

 

６．大会シンポジウムプログラム 

 ・会長挨拶                          12：30～12：40 

 ・大会実行委員長挨拶                     12：40～12：45 

 

日本農業市場学会 2020 年度大会（北海道大学） 

大会シンポジウム開催案内 
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テーマ：物流危機と農産物・食品流通の転換 

座長：木立真直（中央大学） 杉村泰彦（琉球大学） 

1）座長解題                            12：45～12：55 

2）報告 

第１報告 矢野裕児（流通経済大学）             12：55～13：35 

「日本における物流危機の現状と食品物流をめぐる諸課題」 

第２報告 佐藤和憲（東京農業大学）             13：35～14：15 

「産地における農産物の加工・保管・出荷対応の現状と課題」（仮） 

第３報告 種市豊（山口大学）                14：15～14：55 

「過疎地・農山村における農産物・食品の配送対応の現状」（仮） 

・休憩                            14：55～15：05 

講 演  丸谷智保（㈱セコマ会長）              15：05～16：05 

「北海道における食ビジネスと物流戦略」（仮） 

3）コメント 

 ①小林茂典（石川県立大学）                 16：05～16：20 

②冬木勝仁（東北大学）                   16：20～16：35 

4）総合討論                          16：35～17：35 

 ・閉会・副会長挨拶                      17：35～17：45 

 

 

【大会シンポジウム・座長解題】 

現代の便利な社会や暮らしを支えるインフラとして、物流は不可欠の役割を果たしている。しか

しながら、2013 年以降、多頻度小口化やネット通販の拡大により物流の需要が急増する一方で、

ドライバーの不足は益々、深刻化し、日本の物流インフラの持続性への懸念が強まっている（１）。

物流危機と呼ばれるこうした状況は、農産物・食品の流通においても、様々な問題が顕在化しつつ

ある。 

例えば、農産物の産地出荷組織では、トラックの手配などの物流上の制約から、出荷先卸売市場

を従来にも増して絞り込まざるをえない事態に直面している。また、水産物の産地市場では、地域

の運送業者の廃業や撤退により、市場機能そのものの維持に支障をきたすケースさえみられる。こ

うした産地側の状況に連動し、消費地の卸売市場では、遠隔地立地市場や中小卸売会社を中心に、

周年的に十分な集荷を確保することが困難になりつつある（2）。消費者に商品を届けるラスト・ワ

ン・マイルに目を向けると、個配事業で伸長してきた生協にとってドライバーの確保難と過重労働

が事業の継続性の点で大きな課題となっている。また、消費者へのネット販売で売上を伸ばしてき

た産地事業者のなかには、とくに冷蔵品について配送料負担の重さから収益性の悪化に直面するケ

ースがみられる。 

 もとより、デジタル商品を除き、モノの流通は、物流なくして完結しえない。加えて、近年では、

物流の効率性や物流品質、あるいはその有効性がサプライチェーンの視点から重要視されることと

なった。その結果、物流革新をめぐる熾烈な競争が激化している（3）。とくに農産物・食品の独自性

として、運送・保管などとともに、鮮度や品質の保持、安全・安心の確保、あるいは包装や流通加

工などの多様な付加価値的機能が広義の物流機能として遂行される点に留意しなければならない
（４）。よりマクロの視点からは、物流革新と物流危機が併進する中で、配送料を負担すべきは出品
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者なのかネット事業者なのか、あるいは消費者なのか、という論点がある。 

 上記のような物流危機と呼ばれる今日的問題状況と、物流機能の理論的な重要性を踏まえ、日本

農業市場学会では、2020 年度大会シンポジウムにおいて農産物・食品の物流問題を取り上げるこ

ととした。 

第１報告として、物流研究の第一人者である矢野裕児氏（流通経済大学）には「日本における物

流危機の現状と食品物流をめぐる諸課題」というテーマでのご報告をお願いした。日本の物流がド

ライバーの不足により、物が運べないといった事態に至っている背景、要因について論じるととも

に、とくに効率が低いといわれている食品物流は、何が問題なのか、そして、その解決に向けて必

要な標準化、情報の電子化と共有について論じていただく。 

第２報告は、青果物サプライチェーン・バリューチェンについて理論的・実証的に精力的な研究

を蓄積されてきた佐藤和憲氏(東京農業大学)から、「産地における農産物の加工・保管・出荷対応の

現状と課題」（仮）というテーマでご報告いただく。野菜のサプライチェーン、とくに産地・卸売

段階における規格・選別、流通加工、保管、そして出荷という物流対応の現状と課題が考察される。 

第３報告では、種市豊氏(山口大学)から、「過疎地・農山村における農産物・食品の配送対応の現

状」（仮）という興味深いテーマで、最新の研究成果をご報告いただく。農山村過疎地という特殊

な市場条件において、どのような食品のラスト・ワン・マイル問題が生じているのかを明示した上

で、その課題解決に向けた創意工夫に満ちた取組みについて詳細な実態分析がなされる。 

最後に、丸谷智保氏（㈱セコマ会長）より「北海道における食ビジネスと物流戦略」（仮）とい

うテーマでご講演いただく。同社は、北海道という固有の市場条件の下で、コンビニエンスストア

事業をはじめ食ビジネスを多面的に展開する一方で、原料生産・仕入から製造、物流、小売までを

統合する高度なサプライチェーンをどのように構築してきたのか。とくに食ビジネスにおける物流

戦略の方向性に焦点を当ててお話いただく予定である。 

これら４つの報告ないし講演に対するコメンテータとしては、小林茂典氏（石川県立大学）と冬

木勝仁氏（東北大学）にお願いした。小林氏は、長年にわたり野菜サプライチェーン研究を担当さ

れてきた第一人者であり、主に第 2、第 3 報告へのコメントをお願いする。冬木氏は、農産物市場

に関する理論的・実証的研究の第一人者であり、今回の農産物・食品の物流問題を動態的に議論し

ていく上で、主に第 1 報告と講演へのコメントをお願いする。 

大会シンポジウムでは、以上のような報告とコメント、さらには参加会員との議論を通して、農

産物・食品物流が抱える諸問題を解明し、今後の解決方向を提示したい。 

以上 

 

注 

１）矢野裕児（2017）「物流環境変化が農産物流通に与える影響」『流通経済大学流通情報学部紀要』

21(2),あるいは、首藤若菜（2018）『物流危機は終わらない』岩波新書、を参照。 

２）相浦宣徳・冨田義昭（2019）『激変する農産物輸送』北海道農業ジャーナリストの会。 

３）角井亮一（2016）『アマゾンと物流大戦争』NHK 出版新書、角井亮一（2017）『物流大激突』

SB 新書。 

４）農産物市場論では、元来、農産物の商品化・マーチャンダイジングに密接にかかわる規格・選

別、流通加工機能を、いかなる主体が、どのように担当するのかが、価格形成や販路拡大に大き

く影響することが注目されてきた（佐藤治雄（1977）「農産物市場における選別、輸送、保管機

能」川村琢・湯沢誠・美土路達雄編『農産物市場体系２ 農産物市場の再編過程』農山漁村文化
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協会）。また、美土路達雄は、農協共販が単なる「集買」に堕することなく「共販」の内実強化

について、「販売という具体的なモノのうごきを通じて、その規格化、保管、運搬、金融を通じ

てである」と述べ、物流の掌握の重要性を主張している（美土路達雄（1959）「農産物市場と農

協」協同組合経営研究所編『戦後の農産物市場（下）』全国農業協同組合中央会、pp.368-369）。 

 


